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本報告書における「熱海港」の範囲について 

港湾法における地方港湾としての熱海港には伊豆山地区、渚・横磯地区、多賀地区が含

まれるが、本報告書における「熱海港」は、渚・横磯地区を対象とする。
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Ⅰ．はじめに 

整備計画（案）策定の経緯 

本市は、伊豆箱根地域にあり、

世界文化遺産となった富士山を望

み、韮山反射炉や世界認定をめざ

す伊豆半島ジオパークなどの魅力

ある自然・文化資源を有し、近年、

国内のみならず海外からの旅行者

も増加している。2019 年にはラグ

ビーＷ杯、2020 年には東京オリン

ピック・パラリンピックの一部競技が静岡県内で開催される計画があり、旅行者増

の動きの加速が期待される。 

首都圏、中京・関西圏からの陸側からのアクセスは、東名高速道路・新東名高速

道路や東海道新幹線があり、また伊豆箱根地域内では伊豆縦貫自動車道が整備され

ている。一方、海側からのアクセスは今後の拡大の余地があり、国内外でのクルー

ズ需要の高まりを契機に、新たな玄関口として熱海港へのクルーズ船の誘致を進め

るとともに、熱海港エリアの活用を進めるための整備を行っていく。これにより

陸・海からのアクセス性が高まり、本市の活性化効果のみならず伊豆箱根地域全体

の活性化に資するものとなる。 

本市は、「日本ナンバー１の温泉観光地」づくりを目指して、「景観計画」、

「熱海市観光基本計画」、これらを受けた「熱海まちづくりビジョン」、「渚町ま

ちづくり推進地区計画」等を策定、魅力的で、市民や観光客に愛され、人が集まる

賑わいのあるまちづくりを進めてきている。熱海港についても、官民連携で観光交

流の増加やクルーズ船などの受け入れの活動に取り組んでおり、並行して行ってき

ているプロモーションやＰＲ活動が功を奏し、国内、特に首都圏からの観光客数が

回復してきている。 

今後、国外からの来訪者、中長期滞在者、市域居住者など従来の観光客を含む多

様な人の交流により市域の賑わいが創出されることをめざし、海辺の活用を図る。

賑わい創出の担い手は多くの場合民間のとりくみによるものとなるが、それがより

効果的となるよう公共が担う基盤整備との両輪によって進むことをめざす。 
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「熱海港湾エリア賑わい創出整備計画（案）」の位置づけ 

「熱海港湾エリア賑わい創出整備計画（案）」は、「熱海港の賑わい創出による

伊豆箱根地域観光拠点（海の玄関口）形成のための基盤整備検討調査」の成果とし

て、熱海港およびその周辺地域の将来イメージについての現時点での地域意見をも

とにまとめたものであり、今後、官民連携で事業計画の検討が進められる際の基礎

的な情報として整理した。熱海港客船誘致委員会をワークショップ形式で開催し、

熱海港利用関係者から意見を受けた他、水産・観光業等地域の賑わい創出に関わる

方々からはヒアリングにより意見を受けた。 

 

 

 

 

 

 

図Ⅰ-1 「熱海港湾エリア賑わい創出整備計画（案）」の位置づけ、検討の課程 

 

熱海港湾エリアの賑わいの創出とは 

熱海港湾エリアの賑わいは、港湾エリアに人が来訪し、滞留・回遊することによ

り創出されるものと、本計画では設定した。陸の玄関口（JR 熱海駅）から海辺や港

（サンビーチ、渚町、和田

浜）に人がアクセスし、あ

るいは、海の玄関口（熱海

港）からクルーズ船等での

来訪者の和田浜・渚町・サ

ンビーチへの回遊を促す仕

組みを整えることにより、

熱海港およびその周辺エリ

アの賑わいが創出されるこ

とが期待される。 

図Ⅰ-2 熱海港湾エリア賑わい創出のイメージ 
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「熱海港湾エリア賑わい創出整備計画（案）」の構成と概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「熱海港湾エリア賑わい創出整備計画（案）」 

 

海
の
玄
関
口
（
熱
海
港
）
に
お
け
る
賑
わ
い
の
創
出 

港湾エリアの現状の利⽤と、将来の需要および安全な利⽤の観点から、熱
海港湾エリアのさらなる活⽤について提案した。 
 クルーズ船寄港時以外の期間の港湾エリアの利⽤向上策として、スー

パーヨットの寄港地としての可能性と、必要施設。 
 現在港湾エリアで運⾏されている観光船や離島航路、漁船との⼀体的

な整備。 
 安全で快適なアクセス（交通対策）、津波避難施設。 

熱海港の岸壁・背後エリア施設配置計画（案）を策定。 

海の玄関口としての熱海港の賑わいの創出は、ひとつには、クルーズ船等に
よる来訪者の増加によってなされるものとし、寄港数を増やすため、現状の課
題に応じて受⼊環境としての必要条件を整理した。 
 港形、操船等による安全上の制約や社会的ニーズから寄港対象となる

船の条件。 
 寄港地にのぞまれる施設等の整備環境。 

 

海
辺
の
賑
わ
い
の
創
出 

海辺の賑わいの創出に向けた方策を提案した。 

 回廊機能として、海辺へのアクセスの利便性を⾼めるため、渋滞緩和・
アクセスの容易性・快適性の向上策。 

 滞留効果につながるフィッシャーマンズ機能他。 

 裕福層の価値感に響く世界的認証。 等 

《今後の計画推進に向けて》 
調整課題・進め方などに係る整理／イメージの創出 


